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「申」第１１号の窓口回答！！  

 ３月３日、静岡支社において「申」１１号・石部トンネルに

おける樹脂カバー剥離についての、窓口回答がありました。  

回答は、以下のとおりです。  

 １．事故の概況と時系列を明らかにすること。  

 回答：５時４５分、回送９４５５Ｍの運転士より、トンネル山側の

カバーの一部が剝がれているが、運転に支障はないと輸送指

令に報告があった。５時５２分、後続の５０８５貨物列車運

転士が注意運転で確認したところ、山側の支障物に接触し停

車したとの報告があった。６時５９分、施設係員が漏水防止

板であることを確認し、電力係員と協力しての撤去作業、撤

去部の補強作業その他の箇所の点検「上下線」を行い、９時

５９分運転を再開した。輸送状況は、運休旅客列車５０本・

部分運休６２本・遅延２２本（２５０分～６分）・特急列車全

運休２本・部分運休２本・貨物列車遅延１６本（４５７分～

６２分）影響人員２０ ,８００人。  

 ２．事故の原因を明らかにすること。  
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 回答：経年により漏水防止板の固定部分の浸食が進行し、繰り返し

の列車風圧にあおられてボルト先端が欠落し、漏水防止板が

剥がれたため。  

 ３．周期的な点検が行われているのか明らかにすること。  

 回答：社内規定に基づき、適切に検査を実施している。  

 ４．同種事故の再発防止対策を明らかにすること。  

 回答：石部トンネルの同種の漏水防止板を、計画的に取り換えてい

く。他のトンネルの漏水防止板は、点検を行った。石部トン

ネル内の漏水防止板の固定ボルトだけが、腐食しやすい材質

だった。  

 以上  


